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Ⅰ 本論文の目的
新古今時代とは第八勅撰集の『新古今和歌集』を生み出した時代を指し、この期間に成
立した歌壇は新古今歌壇と呼ばれている。新古今歌壇の歌人とその和歌について、特に大
臣家である土御門家の源通具・通光、そして摂関家である近衛家の藤原忠良などを中心に
考察した論である。
新古今歌壇は、帝王後鳥羽院によって支配・形成された宮廷和歌のコミュニティであり、
その中心は後鳥羽院歌壇である。後鳥羽院歌壇は革新的で多様な特質をもつが、大きくは、
新古今歌風というひとつの到達点に至った芸術的側面と、政治的文化的に王政復古を目指
した後鳥羽院の意図に基づく政治的側面とを有している。
後鳥羽院は正治二年（一二〇〇）に催した初度の応制百首『正治初度百首』を契機とし
て和歌に急激にのめりこんでいき、しかも院歌壇には優れた歌人をあまねく集め、自分が
すべてを掌握し統率することを望んだ。その結果、後鳥羽院歌壇には、摂関家では以前か
ら自家に歌壇を形成していた九条家、そして近衛家、また土御門院外戚であった土御門家、
歌道家では九条家歌壇にも加わった藤原俊成・定家ら御子左家、九条兼実の庇護を受けつ
つも土御門通親に接近した六条藤家、さらに天台座主慈円や、仁和寺守覚法親王を中心と
するグループ、宮廷の女房歌人、後鳥羽院の近臣たち、後鳥羽院によって才能を発掘され
た地下の人々などが、歌壇に参集した。宮廷歌壇を絶対的な権力を持った治天の君が主導
し、その歌壇に摂関・大臣家の歌人までもがつどったことは、前代までには見られない後
鳥羽院歌壇の政治的特質と言える。
このうち、九条良経を中心とする九条家の歌人たちや、歌道家の御子左家の歌人たち、
宮廷女房歌人などについては、これまで研究が集中して行われており、多くのことが明ら
かになっている。けれどもそれに対して、当時大きな権勢をもっていた土御門家の歌人、
そして摂関家筆頭である近衛家の歌人については、新古今歌壇の特質・性格を明らかにす
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る上で重要でありながら、さほど研究が行われていない。しかし彼らの中には『新古今集』
撰者も含まれており、また種々の面で後鳥羽院と強く結びついた存在であり、歌壇の政治
的側面を表すものでもあると思われる。彼らの活動を明らかにすることは、後鳥羽院歌壇
の特質を浮かび上がらせることになる。以上の理由から、本論文は、土御門家の源通具、
通光、近衛家の藤原忠良、基実をとりあげて、彼らの歌壇への関わり、和歌表現の形成、
歌合の判詞や序、歌合の伝本、また当時の説話などから、後鳥羽院歌壇におけるこの二つ
の権門の家の歌人たちの活動と和歌のありよう、そして後鳥羽院歌壇のこれ以前にはみら
れない特質を明らかにしようとするものである。
Ⅱ 本論文の構成
本論文の構成は以下の通りである。
序章
第一部 新古今歌壇における土御門家（一） ―源通具を中心に―
第一章 歌人源通具の初学期 ―新古今歌壇参入の過程を探る―
第二章 源通具の『千五百番歌合』 ―初めての応制百首という観点から―
第三章 源通親からの継承① ―「五辻殿新御所和歌御会」序者―
第四章 源通親からの継承② ―源通具における漢詩摂取とその方法―
第二部 新古今歌壇における土御門家（二） ―源通光を中心に―
第一章 『建保五年右大将家歌合』彰考館本の検討
第二章 『建保五年右大将家歌合』の判者は誰か
第三部 新古今歌壇における近衛家の和歌活動
第一章 忠良の和歌環境について ―忠良にとっての和歌とは何か―
第二章 判者藤原忠良 ―近衛家と新古今歌壇―
第三章 蔵人の風雅と基実の意図 ―『古今著聞集』百五十九段から―
終章 ―総括と今後の展望―
参考文献
初出一覧
Ⅲ 本論文の概要
以下に本論文の内容について概要を示す。
第一部
村上源氏は、具平親王を祖とする賜姓源氏の一流であり、一族には文才に秀でた者が多
い。後鳥羽院歌壇の歌合・和歌会には、歌人・文人であった内大臣源通親と、その子息で
ある通具・通光が数多く参加しており、同じく通親の子息である定通・通方も、後鳥羽院
の熊野御幸に供奉して和歌を残している。通親は後鳥羽院の乳父・外戚であり、当時絶大
な権勢をもち、後鳥羽院に多くの影響を与えたが、建仁二年（一二〇二）に急逝した。そ
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の後、後鳥羽院歌壇における土御門家の活動主体は、通具・通光に移る。源通具は、父通
親の名代として『新古今集』撰者に任命され、身分的にはその筆頭であった。
第一部では、主にこの源通具に焦点を当てて論じる。通具の和歌と活動をたどることは、
後鳥羽院歌壇が有していた政治性的側面を浮かび上がらせることになると述べている。
第一章 歌人源通具の初学期 ―新古今歌壇参入の過程を探る―
第一章では、後鳥羽院歌壇参入以前から、後鳥羽院歌壇の活動が活発化する正治・建仁
頃における通具の和歌活動を論じている。
通具は後鳥羽院歌壇参入以前には歌合等に出詠した様子が見られず、正治当初は後鳥羽
院周辺の小規模な歌会や歌合に出詠し始めるが『正治初度百首』『正治第二度百首』には
参加せず、まだ参入を認められるレベルの歌人ではなかったこと、そのため通具は『通具
俊成卿女歌合』や『通親亭影供歌合』、『石清水若宮歌合』などで和歌の修練を重ね、『石
清水若宮歌合』では父通親が判者であり、判詞で通親が通具に対して具体的な和歌の指導
をしていたことなどを明らかにしている。通具はいわば通親の後押しを受けて、建仁元年
二月の『十首和歌会』を経て無事に歌壇への参入を許されたと考えられることなどについ
て、和歌や史料を読み込みながら述べている。
第二章 源通具の『千五百番歌合』―初めての応制百首という観点から―
『千五百番歌合』は三十人もの歌人が参加、判者は十人が任命され、後鳥羽院、御子左
家歌人のほか、九条家からは良経と慈円、近衛家からは忠良、土御門家からは通親が判者
を命じられるという、和歌においても判においても、空前絶後の大規模な歌合である。な
お通親は、この判を書く前に急逝している。
通具は『千五百番歌合』以前には百首歌そのものを詠んだことがなく、初めての応制百
首であった。通具の『千五百番歌合』歌の恋部と雑部を中心に考察する。恋歌と雑歌は、
自ら歌題を設定する必要があり、四季歌や祝歌に比べると自由度が高いことによって、こ
の部の歌を取り上げて検討している。
通具の和歌表現には初学の歌人の試行錯誤の形跡があり、新しく詠み出された表現にい
ち早く着目し取り入れたり、歌壇参入以前には見られなかった物語歌の摂取が見られるな
ど、第一章で見てきた研鑽の成果が『千五百番歌合』の通具歌にあらわれていること、ま
た未だ和歌に摂取されていない漢詩を下敷きにしようと試み、新しい和歌を創出するため
に意欲的に模索していたことなどを明らかにし、さらには藤原定家・慈円が同じ漢詩に基
づき和歌を詠んでいる事実を指摘し、そこでは通具の漢詩摂取が契機となった可能性が浮
かび上がる。
第三章 源通親からの継承① ―「五辻殿新御所和歌御会」序者―
元久元年（一二〇四）八月一五日に、後鳥羽院の新御所となる五辻殿で和歌御会が催さ
れた。後鳥羽院は同月八日に五辻殿に渡御しており、これは新御所における初度の和歌会
となった。
『拾遺愚草』によれば通具はこの時序を書いた序者であったという点に注目し、序者は
順徳天皇の『禁秘抄』によると、上皇主催の「公宴」においては大臣もしくは大納言・中
- 4 -
納言といった上卿が務めるものであり、当時正三位右衛門督で参議であった通具は、やや
異例の扱いであった可能性を指摘している。通具がこの時序者を務めた理由としては、漢
学の素養に加え、すでに『新古今集』撰者の一人に任命されていたことや、後鳥羽院の主
催する和歌会でかつて父通親が序者を務めていたことが大きいと、筆者は推測している。
この点で、通具は没したばかりの父通親の役割を継承したのであり、ここに通具の歌壇に
おける位置・役割を見ることができると説く。
第四章 源通親からの継承② ―源通具における漢詩摂取とその方法―
源通親は和漢兼作の人物として著名であり、通具も父からの影響があってか、漢詩文を
得意とした。第四章はこれまで注目されていなかった通具の漢詩人・文人としての側面に
注目するものである。通具の詩会・作文会への参加を確認・整理し、通具が漢詩をどのよ
うに和歌に取り入れようとしたかについて考察する。
第三章で見た通り、通具は「五辻殿新御所和歌御会」で序者を務めたほか、漢詩を愛好
した順徳院からは御製読師として名を挙げられ、また天皇代始の作文会の作者としてふさ
わしいことが、『順徳院御記』に見えることを、筆者は指摘している。後年、通具が没し
た際には『民経記』には「文道之故人也、風月之本主也、可惜可憐」と記されるなど、同
時代において通具は漢詩文に優れた人物として高く評価されていた事実などを見出した。
その上で、通具が得意とする漢詩を手がかりにして、通具が自分の詠歌を模索した様相を
探り、通具の漢詩摂取歌は情景・情感を重んじた様子が窺われること、建保頃には場にふ
さわしい感興を漢詩から取り入れ、現実の場と漢詩の情景を重ね合わせて昇華した歌も詠
み、熟達した和漢兼作の歌人に成長していることなどを考察しており、このような熟達が
順徳天皇からの高い評価へと結びついたのではないかと推測している。
第二部
源通光は通親三男で、通具の異母弟であるが、母が高倉範兼女範子（後鳥羽院乳母）で
あることから、建仁元年四月に通具の官位を超えて土御門家嫡男となった。承久元年（一
二一九）に内大臣までに昇るが、承久の乱で後鳥羽院が配流されてのちは長く官を離れ、
後鳥羽院に忠実に仕えた臣下の一人である。土御門院の皇子後嵯峨天皇即位に伴って寛元
四年（一二四六）に太政大臣に至った。通光は後鳥羽院近臣と幾重にも縁戚関係で結びつ
いた近臣の一人で、和歌のみならず琵琶や武芸でも才能を発揮し、後鳥羽院の寵愛を受け
た。新古今時代には未だ若年であったが、歌才を後鳥羽院に高く評価された。
通光の和歌についてはこれまでいくつかの論があるが、本論文では、これまで触れられ
たことのない、通光主催の『建保五年右大将家歌合』（以下『右大将家歌合』）を取り上
げ、その成立過程や特質について論じて、これが通光と後鳥羽院の関係、および後鳥羽院
歌壇を考える上で重要な歌合であることを明らかにしている。
第一章 『建保五年右大将家歌合』彰考館本の検討
第一章では、『右大将家歌合』の概要を整理し、諸本を調査し、検討を加えている。『右
大将家歌合』には、主催者である通光を含めて八人の歌人が出詠した。そのうち定家・家
隆・雅経は『新古今集』撰者、秀能は後鳥羽院の寵臣で、慈円・行意は天台座主・大僧正、
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そして慈円は和歌所寄人でもあった。いずれも新古今時代を代表する有力歌人であると同
時に、後鳥羽院にそれぞれが深く結びついている人々であることを指摘する。
なぜこのような歌人たちが、通光の家の歌合に出詠しているのかという疑問が浮かぶが、
この問題を論じる上で重要なのが彰考館本であり、『右大将家歌合』諸本のうち彰考館本
には外題に「勅判」とあること、さらに独自異文を有することを発見した。これらによれ
ば、『右大将家歌合』は隠名の歌合であり、かつ後鳥羽院が判を書いたことになり、それ
は出詠歌人の問題や判詞の問題に合致し、『右大将家歌合』の成立過程に関わることを明
らかにしており、説得力に富む論である。
第二章 『建保五年右大将家歌合』の判者は誰か
第二章では、いったん彰考館本の記述・独自異文から離れて、歌の内容と判の分析から
後鳥羽院判の可能性を探っている。『右大将家歌合』の判は簡略であるがその指摘は的確
なものであり、判者の歌人としての力量の高さを窺わせること、他に判者となり得るよう
な定家・家隆はその歌が絶賛されている点から除外されること、通光も落題を批判されて
いることなどから、定家、家隆、通光は判者ではないと推定する。そして「勅判」すなわ
ち後鳥羽院判であることを否定すべき徴証はなく、建保頃に後鳥羽院が庚申の歌会に熱心
であったことを踏まえても、後鳥羽院判であったと認め得ると結論している。
『右大将家歌合』は通光が後鳥羽院の関心を受けて企画したか、あるいはごく小規模な
庚申の歌会を企画していたところ後鳥羽院の耳に入り、後鳥羽院が関与して、歌壇の有力
歌人や、後鳥羽院に極めて近い慈円・行意という高僧をも招いて催す形になった可能性も
あると推測し、後鳥羽院と通光の距離の近さを背景として成り立ったと説く。
第三部
院政期、摂関家は藤原忠通から近衛、松殿、九条の三つの家に分かれた。そのうち、新
古今歌壇研究で最も注目されているのが九条家である。良経は九条家歌壇の主催者で、兼
実とともに御子左家を庇護し、新古今歌風を涵養する場を形成した。良経自身も優れた歌
人であり、後鳥羽院からの信任が厚かった。良経については数多くの研究がある。一方、
近衛家から歌壇に参加した藤原忠良はほとんど論じられることがなく、旧派の歌道家であ
る六条家系の歌人として扱われるにとどまっている。しかし近衛家は近世まで長く歌人を
輩出している家であり、忠良の子家良も鎌倉中期に歌壇で活躍した歌人である。また忠良
を考えることは、後鳥羽院歌壇における権門の家や近衛家の役割を見定める上でも重要で
ある。
第三部第一章・第二章では、こうした新たな視点によって新古今時代の藤原忠良に焦点
を当て、忠良の事績を辿り直しつつその詠歌や判を分析し、忠良の新古今時代における位
置を探っている。また第三章では、忠良の父基実が登場する『古今著聞集』百五十九段を
取り上げ、近衛家と和歌という問題を、異なる切り口から論じている。
第一章 忠良の和歌環境について ―忠良にとっての和歌とは何か―
藤原忠良は長寛二年（一一六四）生、父は基実、母は藤原顕輔女。異母兄の基通が近衛
家の嫡流である。忠良が、後鳥羽院歌壇始発以前に歌会や歌合等に参じた記録は残らない
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が、後鳥羽院初度の応制百首『正治初度百首』以後、後鳥羽院歌壇での歌合等には頻繁に
出詠している。建永元年（一二〇六）の『卿相侍臣歌合』を最後に歌壇への出詠がなくな
り、以降歌合等へ参じた形跡は管見の限りでは見当たらない。勅撰集には『千載集』から
入集が見え、鎌倉初期において近衛家で唯一の勅撰歌人である。
第一章では、近衛家からはただ一人後鳥羽院歌壇に参じた忠良の、初期の和歌を涵養し
た環境がいかなるものであったかを探っている。忠良の異母兄基通やその男家実にはほと
んど和歌が残らず、近衛家自体に漢詩を重んじる空気があったこと、父基実が早逝して官
途に望みも薄かったからこそ、忠良は和歌を愛好したと考えられることなどを述べる。一
方母方の家で歌道家である六条藤家の歌人らとの交流の記録はなく、季経らが九条家に接
近する中で、距離が生じていたと推定する。忠良は殷富門院新中納言と和歌の贈答を交わ
しており、女房歌人が集まる女院サロンに出入りしていたとみられ、また父基実の後妻は
平盛子であって、兄基通も平家と近く、平家文化圏の和歌に親しんでいたと想定されるこ
となどを述べる。つまり忠良の和歌を涵養したのは院政期に活躍した女流歌人や平家文化
圏の人々であったと考えられ、先行研究で言われるような六条藤家との関わりは薄いもの
であったと推定する。また後鳥羽院歌壇から離れて後は、幾度か百首歌を詠んだことも指
摘しており、興味深い事実である。
第二章 判者藤原忠良 ―近衛家と新古今歌壇―
第二章では、忠良の後鳥羽院歌壇における活動について論じている。『正治初度百首』
以降忠良は後鳥羽院歌壇における主要な歌合等に出詠を重ねており、歌壇に認められた歌
人であったと言えよう。
そのうち特に注目すべきものに、『千五百番歌合』がある。『千五百番歌合』では、歌
人三十人の三千首に対して、判者十人が後鳥羽院によって任命された。判を行ったことの
ない忠良が、そこでどのような判を書いているのかを、和歌と判とから丁寧に分析してい
る。その結果、忠良は六条藤家と対立した御子左家の新風和歌を高く評価していたことが
明瞭であること、また判詞は簡略ながら的確で、歌人として十分な審美眼と力量を備えて
いたと説く。
第三章 蔵人の風雅と基実の意図 ―『古今著聞集』百五十九段から―
橘成季による説話集『古今著聞集』百五十九段は、短連歌の唱和を描いた説話である。
第三章では百五十九段を手がかりに、忠良の父であり近衛家の祖である基実が、和歌や連
歌といった風雅に、どのように接したかを考察している。
百五十九段によれば、雪の降る月夜に、基実が二条天皇女御育子の女房らを連れて新造
内裏を巡検していたところ、二条天皇の女房方から前句が送られてきたという。前後に配
された説話の構成や文脈から、付句をつけたのは、従来の注釈・解釈と異なって、「蔵人
の兵衛尉通定」であろうと推定している。通定の出自は父祖の代から摂関家に仕えた家で、
高陽院泰子の乳母子であった。女院蔵人として高陽院に近侍するとともに忠実や頼長に奉
仕したが、保元の乱の後は忠通に接近し、そのまま基実・基通に奉仕するようになったと
推定する。そして蔵人通定の風雅なふるまいを賞賛する『古今著聞集』の姿勢は、同じく
西園寺家もしくは九条家に家司として仕えたとみられる編者成季の関心の現れであるこ
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と、歌人ではなくても、連歌の前句に対して当意即妙に付句を詠む行為が宮廷社会では求
められること、基実の和歌は現在一首も残らないが、『古今著聞集』百五十九段は、和歌
や連歌が果たす役割、すなわち天皇や上皇から臣下への評価に結びつき得ると基実が十分
承知していたことなどを述べている。
終章
終章において、筆者は全体の総括と今後の展望を述べている。本博士論文では主に土御
門家と近衛家の歌人たちの和歌活動を考察し、彼らには私家集などは残らないものの、残
存する和歌や詠歌活動の事績、記録類、説話等から、和歌に対する意識や姿勢などを探る
ことで、歌人の実像・実態を明らかにし、そこからさらにその歌人が参じた歌壇の持つ性
質をより明瞭にできるという考え方のもとで、本論文をすすめたと総括している。
また、今後さらに近衛家の和歌を考えていくことで、改めて摂関家における和歌とは何
かを問い直すこととなるという予想が述べられる。忠通の歌壇活動を継承しつつ、九条家
で漢詩と和歌が重視され、近衛家では漢詩のみが重んじられた差異はいかなる理由で生じ
たのかを考えながら、近衛家の研究を進めることで、九条家歌壇を形成し、新古今歌風の
成立に大きく寄与した九条家の特殊性を、異なる方面から照射することにもなると述べて
いる。
新古今時代は承久の乱によって終わりを迎えたが、後堀河院の早逝、四条天皇の夭折に
より、土御門院皇子であった後嵯峨の時代がやってくる。後嵯峨院歌壇は後鳥羽院歌壇を
範とした歌壇であり、これまで政教性の強さが指摘されてきた。新古今時代から続いて後
嵯峨院歌壇に参じた摂関・大臣家の歌人の和歌や活動実態を詳細に分析することで、摂関
・大臣家の歌人が歌壇に参じる意味を明らかにすることができ、それはまた、後嵯峨院歌
壇が歌壇史上に持つ新たな意味を見出すことになるであろうから、今後は後嵯峨院歌壇も
視野に入れ、さらに研究を進めていきたいという抱負が述べられている。
Ⅳ 総評
最初に、本論文で高く評価される点を列挙する。
第一に、本論文の研究目的と方法が、これまでの新古今歌壇の研究にはみられない視点
に立ったものであり、研究上意義が高いことがあげられる。新古今歌壇の中で、従来さほ
ど取り上げられることのなかった土御門家・近衛家の歌人を取り上げているが、なぜそれ
らを取り上げて論じるのかという点について、筆者は序章で述べている。たしかに、摂関
家・大臣家という強い政治性を帯びた家の歌人が、それぞれ新古今歌壇の中で果たした役
割を明らかにすることは、後鳥羽院という治天の君に主導されたこの特異な歌壇の特質を
明確にすることにつながるものである。筆者の見通しは妥当であり、本論文の構想や意図
は充分納得される。その意図に基づいた分析や検証、結論は、全体にわたって大きな研究
成果をあげている。
第二に、和歌・歌人の研究や歌壇に関する研究の方法をおおまかに言えば、表現分析、
伝記考証、伝本研究の三つが主な柱であるが、本論文の方法はそのどこかに偏ることなく
総体的に進められている、という点が評価される。この三つがバランスよく組み合わされ
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て論じられているため、多方面からの検討が一致してある方向を指し示す、という形で結
論が導き出されて、説得力に富む。全体にわたってこうした方法がとられているが、最も
成功しているのは、第二部である。第二部の『建保五年右大将家歌合』の検討では、その
参加歌人と背景を検討した上で、諸本を調査し、そのうちの彰考館本の記述を手がかりに
して、判詞の意味内容と和歌を詳しく検討し、歌合の判者が後鳥羽院である可能性が高い
という結論を導き出し、この歌合が土御門通光の家の歌合でありながら、通光を寵愛した
後鳥羽院がこの歌合の成立に深く関与していることを述べて、その背景や和歌史的な位置
づけを明らかにしており、全く新しい、かつ大きな成果と言える。
第三に、本論文の論述姿勢が、非常に手堅くこまやかであることが評価できる。先行研
究を網羅し、関係する史料・記録に丹念に当たり、和歌や歌合判詞の例を集め、一つ一つ
を丁寧に読み込み、周辺資料にも目配りするという姿勢が一貫しており、時に愚直とも言
えるほどに堅実で、着実なものである。そうした論証から導かれる結論は、おおむね説得
力の高いものとなっていて、明快である。たとえば、第三部第一章・第二章では、藤原忠
良の和歌事跡を丹念に辿っていき、後鳥羽院歌壇における立場や晩年のあり方を明らかに
しており、高く評価される。
第四に、和歌だけではなく、歌人・家と和歌を考えるために、漢詩文、説話、歴史史料、
資料断簡などもできる限り視野に収め、分析検証していることがあげられる。その主な成
果としては、第一部第四章における、源通具による和歌への漢詩摂取に関する考察があり、
また第三部第三章では、鎌倉中期の説話集『古今著聞集』の近衛家に関する和歌説話に注
目し、新たな解釈と人物比定を行っている。いずれもその指摘は的確で、有意義なもので
ある。
一方で、本論文の今後の課題もある。第一部のいくつかの箇所に、和歌や判詞の検討を
めぐって先行例の検索や読解に不十分な点が見られることが指摘された。また作品や人物
の前提となる説明に、やや不足の点もみられた。これらについてはさらに再考し、論の完
成度が高められることに期待したい。また、本論文ではこれまでにない視点に立って新古
今歌壇を再考しようとしているのに、最後の統括がやや弱く、もう少し踏み込んで論じ進
める面がほしかった。けれどもこれはさらなる調査と熟考を要することでもあると思われ、
筆者自身が最後に述べているように、今後さらに新古今時代の土御門家・近衛家の和歌に
ついて考察を進めることによって、また対象とする時代を変えて後嵯峨院時代を考察して
みることによって、より明瞭に、より広く、鎌倉時代の宮廷歌壇と摂関家・大臣家との関
係性やその変動に、また歌道家の行路との交錯などに、歌人たちの意識・表現の動態が浮
かび上がってくることであろう。それは筆者のこれからの長い研究生活のテーマの一部と
なると思われる。
以上のような本論文の内容・意義により、審査員一同が一致して、本論文が、博士（学
術）を授与するにふさわしいものであると判断した。
以上
